別紙１　予算要求資料・事業評価調書
予　　算　　要　　求　　資　　料

平成25年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：保健体育費　目：体育振興費
	事業名:スポーツイベント開催費（補助金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）

教育委員会　スポーツ健康課　スポーツ振興担当　電話番号058-272-1111（内3589）
E-mail：c17769@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：6,000千円（前年度予算額：6,200千円）

	要求内容


	１　要求の内容


全国レベルの選手による競技会等の開催により、本県各種競技の競技力向上及び本県スポーツ振興を図るとともに、当該競技会等の開催を契機とした県民のスポーツ実施等、県民のスポーツに対する関心を高めるため、県内で開催される各種のスポーツイベントに対して補助する。
	２　所要経費


（1） 補助金　6,000千円

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
（繰入金）
	県　債
	一　般
財　源

	前年度

予算額
	6,200
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,200

	要求額
	6,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　

事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　全国レベルの選手による競技会の開催により、本県各種競技の競技力向上及び本県スポーツ振興を図るとともに、当該競技会の開催を契機とした県民のスポーツ実施等、県民のスポーツに対する関心を高める。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	スポーツ実施率

	37.9％
（H18）
	38.2％
（H19）
	43.3%
（H20）
	43.6%
（H23）
	50.0%
（H26）
	87.2%


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
(1)第12回全日本ジュニアビームライフル射撃競技大会（平成24年4月開催）

(2)第32回全日本中学選手権競漕大会（平成24年7月開催）
(3)平成24年度岐阜県登山講習会（平成24年7月開催）

(4)第27回長良川国際トライアスロン大会（平成24年7月開催）
(5)常陸宮賜杯第63回中部日本スキー大会（平成25年1月開催）
(6)第25回全国高等学校選抜スキー大会（平成25年2月開催）

ほか各種スポーツ大会に対し補助した。


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　

全国的スポーツ大会を開催し、全国トップレベルの選手の技術等が県民に披露されることにより、本県の競技力向上及びスポーツの普及振興の一助となった。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	全国レベルのスポーツイベントに対して助成することにより、高いレベルの選手及び試合（競技力）を間近で観戦することが本県の競技者にとっても大きな刺激となり、該当競技の競技人口の拡大ひいては本県の競技力や県民のスポーツへの関心を高めることになる。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	スポーツ実施率の数値は、向上している。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	予算規模の大幅な増加が望めない中、今後も、補助対象事業、補助規模等の見直しをしていく必要がある。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
予算規模の大幅な増加が望めない中、補助対象事業、補助規模の見直し等を行い、事業目標の達成のための有望な補助事業を開拓していく必要がある。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
ぎふ清流国体・ぎふ清流大会を通じて本県の各種競技力はもとより、県民の間で高まったスポーツへの関心を低下させないよう、今後も本県の競技力向上及びスポーツの普及振興のため継続することが必要である。



